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設メンバーの一国であり、その第 ? 会期（????年 ? 月下旬から??年 ? 月下旬）には議長国を担当し
た?）。折しも????年は、福田総理の国会での施政方針演説における「平和協力国家」構想の提唱（ ?












































築フォーラム・セミナー、????年 ? 月参照（??????????? ?????????????????????????????????????? ??）。
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国際公共政策研究0 第3巻第  号
第一の問いが示唆しているが、すべての紛争の背景が異なるように、すべての平和構築努力も独
自の力学や文脈があることはしっかりと理解する必要がある。平和構築に鉄則があるとすれば、そ
の第一は「平和構築に定型はない」ということになる。だが、そうした理解を前提としても、いざ
個別の国・地域を対象とした具体的な平和構築戦略を策定する際、ここで取り上げたような問いを
モデストに内省し、「イエス」と答えられるような視点があるかどうかを確かめてみることも有効
なのではないか。そうした頭の整理をこれらのチェックリストは促している。
おわりに
国連の活動のなかで???は平和構築全般を取り仕切っているわけではない。???の支援を得るこ
となく自らの平和構築努力を効果的に進めている国もあれば、???が関与しなくても現地の主体と
国際主体が一貫性と調整の取れた、戦略的な平和構築の枠組みを編み出した国もあるだろう。また、
???自体、実質的な活動を始めて ? 年余りの新参者にすぎず、その方法論も手探りでここまでこぎ
つけた、というほうが正しい。しかし、???が「平和構築」を名に冠した国連機関であり、ポスト
紛争国の平和構築・復興という合目的的な活動を支援する機関として、その潜在的な役割は大きい。
他方で、政府間機関であることから、メンバー間のポリティクスが「平和構築」という本来の目的
とは違う次元で作用をし、議論を混乱させることも間々見られることも事実である（例えば、???
が、その設立時の妥協の結果、総会と安保理の両方の下部機関となったことは、安保理に重きを置
くメンバーと総会の役割の拡大を求めるメンバーとが混在していることを示唆している）。政治的
な紛争の帰結が出発点となる平和構築は、やはりきわめて政治的なプロセスとならざるを得ない。
それを政治機関である???が、自らのポリティクスを抑制しつつ、いかにして対象国の政治に一定
の影響力を及ぼすのか。これは???の抱えるジレンマといえる。
しかし、希望もある。第 ? 会期の議長国を勤めた日本は、ほぼその任期半ばの時期にあたった
????年 ? 月にマンハッタンの郊外で組織委員会のメンバー国と世銀、???、機関ドナーの代表を集
め、大使級のリトリート式会合を行ったことがあった。これは、メンバー間で???が設立当初の期
待と現在の活動を比べ、何か達成され、どこに問題があり、今後、どの方向に進むべきかを議論す
ることを目的としたものだった。ハイレベルの参加者を得て、活発な議論が展開し、意見の相違も
多く見られたが、それはみな???というこの機関の持ち味を最もよく引き出すにはどうしたらよい
か（例えば、組織委員会と国別会合の活動のあり方、役割分担等）、というビジョンや問題意識か
らの論戦であり、建設的なものだった。同時に、自分たちこそが???であり、この新機関をできる
だけよいものにしていこうとの連帯感や共通認識が醸成されたことは有意義だった。
そもそも平和構築という活動自体、紛争に苛まれ、取り返しのつかない多くのものを失った人々
に希望を取り戻すための活動といってよい。それは、我々からしてみれば、遠い国の内戦の後始末
の手伝いをするだけと見ることもできなくはないが、グローバル化が進む今日、国際社会の平和と
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安全が不可分になっていることを考え合わせるならば、我々が平和構築に貢献することは、国際公
共利益でもあり、また自らの国益にも密接につながっていることがわかるだろう。
???リトリートに参加した潘事務総長は、効果的な平和構築のためには「信頼」、「支援」、「コミッ
トメント」が必要、と端的に表現した。この指摘も、高須議長のチェックリストと軌を一にするも
のだが、いずれも平和機構という難作業を国際社会の共同作業として推進していこうとする深い洞
察が込められている。
